
②「発生時」の危機管理（クライシスマネジメント） 

 発生時に適切かつ迅速に対処し、被害を最小限に抑える。 

③「事後」の危機管理 

 危機が一旦収まった後、心のケアや授業再開などの通常の 

生活の再開を図るとともに、再発の防止を図る。 

 

 

１ 児童生徒を守るための危機管理は三段階！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル） 

【学校保健安全法第 29条（危険等発生時対処要領の策定等）】 

学校においては、児童生徒等の安全の確保を図るため、 

当該学校の実情に応じて、危険等発生時において当該 

学校の職員がとるべき措置の具体的内容及び手順を定 

めた対処要領を作成するものとする。 

例に示したのは、「授業中の事故」の対応についてです。 

危機管理マニュアルには、事故発生時の具体的な対応や手順 

について表記する必要があります。例えば、地震発生時の 

場合、地震が発生してから、「避難の手順」や「連絡方法」、 

「保護者への引き渡し」など、どのように対処するのかを示し 

ます。また、危機管理マニュアルには他にも、不審者侵入、アレルギー、食中毒、大雨・洪

水、熱中症、爆破予告など、それぞれの状況について、対応方法が具体的に示されたマニュ

アルが学校にあると思います。事故等が起こる前に、対処方法について知っておく必要があ

りますので、所属校の危機管理マニュアルの確認と見直しをお願いします。 

☆★職員がいざというときに慌てないために★☆ 
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文責 保健体育班 

 ①「事前」の危機管理 

   （リスクマネジメント） 

   安全な環境を整備し、 
    事故災害の発生を未然に防ぐ。 

事件・事故 

災害発生 

授業中の事故 

＜危機管理マニュアル（例）＞ 

【令和６年度安全主任等地区別研究協議会より】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

３ 学校安全計画 

事故発生を未然に防ぐため、学校安全計画を元に、安全な環境を整備する必要があります。 

【学校保健安全法第 27条（学校安全計画の策定等）】 

学校においては、児童生徒等の安全の確保を図るため、当該学校の施設及び設備の安全点検、児童

生徒等に対する通学を含めた学校生活その他の日常生活における安全に関する指導、職員の研修その

他学校における安全に関する事項について計画を策定し、これを実施しなければならない。 

 

▼学校安全計画の検討▼ 

・年間を見通し、各教科領域の関連等を考慮。 

・安全教育の指導計画、危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）の検討。 

特に、学校及び地域の状況（地理的な環境を含む）に見合った内容の再構成。 

▼校内組織の見直し▼ 

・学校の実態に即し、日常的に活動可能な組織、緊急救急体制の確立。 

・役割分担、内容が具体的で、各組織が連携した効率的な組織づくり。 

▼安全に関する学校行事の企画・運営▼ 

・避難訓練、交通安全教室、救急法講習会等、安全行事の企画。 

・各種行事における安全配慮等検討事項の確認。 

 

 

 

 
９月１日（日）は防災の日 ※関東大震災（１９２３年９月１日発生） 

子どもたちが安心・安全な学校生活を送ることができるように、 

「危機管理体制の確認と見直し」をお願いします。 

文部科学省  危機管理マニュアル 

「評価・見直しガイドライン」 

＜学校の「危機管理マニュアル」等の評価・見直しガイドライン＞ ＜教職員向け研修・訓練実践事例集＞ 

（文部科学省） 

千葉県  学校安全の手引 

※各校に配付済 


